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結核 菌製劑 ノー搬 強壯 作 用 二就 テ ノ研 究

第6報:結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」トA.0.ト ノ ー 般 強壯 作 用 ノ 比 較

京都帝國大學醫學部外科學教室(鳥潟敏授指導)

副手 醤學士 高 安 彰

(6月10日 受理)

緒 言

結 核菌 「コクチゲ ン」ガ他 ノ免疫元 二比 シ、海狽

二就 テ特 二強大 ナルー般 強肚作用 テ現 スコ トガ

立 謹 セ ラレタ リ(第1報 乃至 第4報)。

本報告 ニア リテノ・此 ノー般 強肚作用 ノ・試獣 ノ種

類 二限定 セラ レタル モ ノナ リヤ否 ヤ テ知 ラ ンガ

爲 二健常成熟家 兎 二就 テ同様 ノ實験 テ行 ヒ、 且

ツAOト 結核 菌 「コクチゲ ン」トテ 此鮎 二 於 テ

比較 スル所 アラ ント欲 ス。

實験材料

結核菌「ゴクチゲン」

昭和10年(1935)12月27日 鳥潟免疫研究 所 製

品ラ使用ス。

實験動物

膣重2冠 内外 ノ雄性白色健常家兎 ラ使用ス。屋

内 ノ同一場所 ニテ個 々別 々二飼養 シ、諸條件 テ

可及的 同等 ナ ラシメ タリ.食 餌 ノ・毎 日300瓦 ノ

雪花菓 テ自由食 トシテ囁 ラシメ、毎週2同 適 當

ノ野菓 ラ少 量宛與 ヘ タ リ。

實験第1結 核菌 「コクチゲン」ノ彊壮作用

實験方法

艦 重2冠 内外 ノ健常 白色家 兎 ラ各群3頭 宛5群

ラ用意 シ、結核菌 「コクチグ ン」ラ 夫 々全量1.0

妬 、3.0娩 、5.0耗 及7.0耗 テ 各 々3日 間 二 分

割 シテ耳静脈 内二注射 ス。此 ノ際封 照群 ノ・何等

操 作 テ加 ヘズ。而 シテ注射終 了後1週 間毎 二膿

重 測定 テ行 ヒ、18週 間 ソ ノ檜減推移 テ比較 セ

リ。但 シ本實験 二際 シ、 同時 二特種抗禮 ノ産 生

駄態、或 ノ・其 ノ量的推移等 テ検 セ ンガタメ増 容

反慮 ラ行 ヒ、爲二屡 ≧血液 テ探取 セルガ故、膿

重」曾減 ノ上ニモ大ナル影響 ヲ來 セルガ如 シ。此

ノ際封照動物 ヨリモ同量 ノ血液 テ探取 セルハ勿

論 ニテ、封照動物 トノ比較ニヨリテ、其 ノー般

歌態 二及ボス免疫元 ノ影響 テ知ルテ得 ベ シ。

禮重測定ニハ毎常室腹時(午 前9時 頃)テ 選 ビ、

増加度著明ナルモ ノハ排尿排便 ノ關係 モ顧慮

シ、一定時間 ノ後再 ビ検 シ比較決定セリ。

實験経過

昭和11年1月10日(1936)實 験 二供 スル家兎15 頭 ノ耳静脈 ヨリ、3.0妬 宛探血 シ檜容反慮 テ検
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シ以後1週 間安静 テ保 タ シム。

1月17日 全 家兎 ノ購重 テ1則定 シ、各群3頭

宛 二群別 テ定 ム/第1表 参 照)。 而 シテ直 チニ次

ノ如 ク第1同 注射 テ行 フ。

K、 群 働 物番號Nr.1,Nr.2,Nr.31結 核 菌

「コクチゲ ン」静脈 内注射0 .3耗,

Kg群(Nr.6,Nr,7,Nr.R}同 上1.0耗 。
ら

第1表

K,群(Nr.

K,群(Nr.

0群(Nr.

射 セ ズ 。

1月18日

1.0耗 、K

1月19日

10,Nr.11,Nr.12)同 上1.5琵 。

14,Nr.15,Nr.16,同 上2.0耗 。

21,Nr.22,Nr.23♪ 封 照 群 ニ シ テ注

第2同 注 射 ラ 行 フ。K10・3耗 、K

1.5耗 、K2.S頻 …。

第3同 注 射 ラ 行 フ。K,0・4琵 、K・.

結核菌「コク千ゲ ン」静脈内注射 ノ場合 ノ家兎髄重 ノ推移
1
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1.O頻E、K,,2.0立 毛、K72.5立 毛。

以 上 ニテ前塵 置 ラ終 ル。注射 ニ ヨリ直接受 クル

影響 ラ観 ル タメ終 了翌 日(1月20日)二 罷重 テ

測 定 シ以後 ハ1週 間毎之 テ行 フ.

實 験経過 中 ノ全動物 ノ膿 重推移 ノ・第1表 二、 マ

タ各群 卒均龍 重檜減駄態 ハ第2表 及 ビ第1圖 一

示 サ レタリ。但 シ本實験 二於 テノ・既 二述 べ シ如

ク、 同時 二増 容反 鷹 ラ検 セル タメ、注 射終 了後

屡 ヒ探 血 シ/第1、2、3、6、9、12、13、15、16、17i週

日)、マタ11週 後 一ハ葡萄 歌球菌 「ワ クチ ⊃」テ・

14週 後 一ノ・AOテ 夫 々微量宛 静脈 内一 澁射 ス

ル等種 々 ノ操作 テ加 ヘ タ リ.勿 論 凡テ同様 ノ操

作 ラ封 照動物 ニ モ加 ヘ タ リ.

所見概括及ビ考察

結核 菌「コクチゲ ン」1耗 、3耗 、5耗 、7耗 ノ

静脈 内注射 ノ前虎置 ヲ受 ケタル家兎 二就 キ、一

般獣態 ノ攣 化、特 二 罷重 ノ推移 テ18週 間観察

セル ニ次 ノ如 キ所 見 ラ得 タ リ。

第1圖 結核菌「コクチゲソ」注射 ノ場合 ノ家兎盤重塘減 ノ推移
、
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シ。

2)注 射 量8.0耗 ノ場合 ノ・、注射後4週 間 ノ・無

前塵置 ノモ ノト大差 ナカ リシガ、互週頃 ヨ リ次

第 二膿重増加著 明 トナ リ、9週 後 二於 テノ・各群

順位次 ノ如 ク、特 二無前虎置封照群 二比 シ大差

テ認 メ得 タリ(括 弧 内 ノ撒字 ノ・、前庭置 開始 直

前 二比 シ檜 加 セル膿重 ノ瓦撒 テ示 ス)。

K3(107)>K5(83)>K,`73)>0(-33)>1(1

(-70)

マ タ18週 そ笈二方全テハ次 ノ如 シ。

K,,(153)>Ks(140}>K-(130)>K1(107)>0(87)

(3)注 射 量5.0耗 及 ビ7.0耗 ノ場合。最初3日

間 ノ前塵置 中著明 ノ艦 重減 少 テ來 シ、ソ ノ後2・3

週 間 ノ・封照群 ヨリモt・Ei'加小 ナルガ、次 第 二恢復

シ第4週 ヨリノ・、却 ツテ非常 二膿重檜加 ヲ來 シ、

上記 ノ如 ク9週 後 ニノ・何 レノ注射量 ニテモ封 照

ヨ リ遙 カ ニ大 、1R週 後 ニ テ ノ・殊 二5.0耗 注 射 ノ

場 合ノ・最大値(+153)テ 示 セ リ。此 ノ際7.0耗

ノ場合ノ、3.0耗 注 射 ノ場合 ヨ リ小 ナ リ。 即 チ

5.ove=テ 最 大 ノ数力 テ 現 セルガ、7.0蝿 トナ

レバ、用量過大 トナ リー般 歌態 ガ却 ツテ障碍 セ

ラル。

結核菌 「コクチゲ ン」へ 海瞑 二於 ケル ト同様 、

家兎 二封 シテモ亦 タ著 明 ナルー般抵抗 力増進 作

用 域 ノ・一般強肚作 用)ラ 示 スモ ノニ シテ、 本實

験 二於 ル如 久 封 照動物 ガ登 育 二不利 ナル環境

即 チ寒冷 ナル氣 候 ト、再三繰返 サ レタル探血 ニ

ヨリ、9週 後 二於 テモ却 ツテ實験開始 時 ヨリ禮

重 ノ減少 ヲ・來 セルニ、結核菌 「コクチゲ ン」注射

ノ場合 ノ・スベ テ著明 ノ禮重檜加 ヲ來 セルナ リ。

實験第2結 核 菌 「コクチゲ ン」トAOト ノ比較

實験第1二 於 テノ・結 核菌 「コクチゲ)」 ガ、家 兎

二封 シテモ亦 タ強肚作用 テ呈 スル事 ガ立讃 セ ラ

レタルガ、此際 同時 二檜容反磨 テモ検 セル ガ タ

メ、頻 同 ノ探血 テ行 ヒ シテ以 テ、其 ノ膿 重曲線

モ悪影響 ラ受 ケ タルモ ノ ト考 ヘ ラル(然 ルニモ

拘 ラズ強肚作 用 ノ炊 果顯 著 ナ リキ)。

本實験 ニ アリテノ・軍 二前庭 置 ノ ミテ行 ヘ ル場合

テ實験結果 二 匡 シ、 同時 二 結核菌 「ワクチ ン」

AOテ モ比較研究 セ ント欲 ス。

實験方法

實験 第1ト 同様 二 結核菌 「コクチゲ ン」全量3.0

耗 、5.0耗 、7.0耗 及 ビ結核菌 「ワ クチ ン」AO全

量1.0琵 、3.0耗 、5.0琵 及 ビ7.0琵 テ 夫 々3

日間二分割 シ、家兎 ノ耳静脈 内二注射 シ、以後

安静 二居ラシメ、注射終了後8週 間其 ノ龍重推

移 ラ観察 セリ。

實験材料

結核菌 「コ クチゲ 酒

昭和10年(1935)12月27日 鳥 潟免疫研究所製

品(實 験 第1二 於 ケル ト同一)。

結核菌 「ワクチ ン」AO

昭 和11年(1936)3月18日 有 馬研 究所 二於 テ

製造 セ ラレタルAO第2號(豫 防用)66個(1個

1.1耗 入)ノ 内容 テー個 ノ滅菌容器 二集 メ、ヨク

混和 シテ用 フ。

實験経過

膿重1800瓦 乃至1950瓦 ノ白色健常家兎ラ1群

4頭 宛8群 テ用意 シ、次 ノ如 ク前庭置テ行 フ(家

兎艦重、群別第3表 蓼照)。

3月28日(1936)膿 重測定後第1同 注封施行。

AO1群AOO.3耗 耳静脈 内注射

AO,群AO1.O立 毛 同 一ヒ

AO,,群AO1.5立 毛 同 上

AO7群AO2.0琵 同 上

K群 結核菌 「コクチゲ ン」1.0耗 同 上注射

K,群 結杉蘇i「コクチゲ ン」1.5琵 同 上
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K7群 結 核 菌 「コ ノ7チ ゲ ン」2.0琵 同 上

0群 封 照 群 ニ シ テ注 射 ヲ 行 ノ・ズ。

3月29日 第2同 注 射 。 注 射 量 次 ノ如 シ。

AO,0.3琵 、AO・ 、及 ビK31.0耗.AO・,及 ビ

K,1.5蝿 、AO7及 ビK72.5琵 。

3月.30日 第3回 注 射 。 注 射 量 次 ノ如 シ。

AO、0.4琵 、AO・;及 ビK,,1.0琵 、AO5及 ビ

K-,2.0蝿sAO7及 ビK72・5蝿 。

以上 ニ テ 前庭 置終 了。翌31日 膣 重測定、 以後

何等操 作 テ加 フル事 ナ ク安静 二居 ラ シメ、5月

25日 二至 ル迄8週 闇其 ノ膿重推移 ラ観察 セ リ。

實験経過 中 ノ各群 家兎罷重推移 ノ・第3表 二、 マ

タ群別檜減状 態 ノ比較 ノ・第4表 及 ビ第2圖 、 第

3圖 二示 サ レタ リ。

第3表 結核菌「コクチゲソ」乃至AO静 脈内注射ニヨル家兎髄重 ノ推移
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所見概括及ビ考察

同時 二結核 菌「コクチゲ ン」3.0蝿 、5.0琵 、7.0耗 置 セラ レタル各家兎 二就 キ前塵 置後8週 間其 ノ

及 ビAO1・0琵 、3・0琵、5.0耗 、7.0耗 テ以 テ前塵 罷重推移 テ観察 セル ニ次 ノ如 キ所 見 ヲ得 タ リ。

第4表 各群別髄重培減ノ推移(各 群1000頭 牛均)

鍛 撃 副 讐闇 、適後i2翻3鰍
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　 へ
37.5160.0

リリ

欝

lllill57'5

一32 .5

-35

(1)結 核 菌 「コクチゲ ン」注射 ノ場 合

一5 .0

-15 .0

25.0
_5 .6f

各群別膿重 増減 ノ推移 二就 テ観 ル ニ「第4表 、第

2、3囲)、 注射期 間中封照動物即 チ 何等注射 テ

行 ノ・ザ リ シ群 二於 テモ 梢 ≧膿 重減 少 テ 來 セル

ガ、結核菌 「コ クチゲ ン」注射 ノモ ノニ テノ・、

3・0耗 、5.0耗 、7.0耗 何 レノ場合 二於 テモ封照

ヨリ減少度大 ニ シテ、 ソノ大 イサノ・注射量 二

略 く正比例 ス。

併 シ其 ノ後次 第二各群 トモ禮重増 加著 シク、3.0

耗 ノ場 合ノ・約1週 間、5.0妬 デノ・2週 間、7・0耗

デハ4週 間 ニテ、最初 ヨリノ膣 重檜 加度 ハ封 照

第2圖 結核菌「コクチゲ ソ」注射 ノ場合ノ

盤重塘減 ・推移
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群 ト同等 トナ リ、其 ノ後 ノ・更 二大 トナ リ、殊 二

5・0耗 注射 ノモ ノニ著 シク、結 局8週 後 二於 テ

檜加 程度次 ノ如 ク顯著 トナ リタ リ。

K∫,(107.5)>K3(95.0)>K,(70.0)>0(45.0)

(2)AO注 射 ノ場 合

AO注 射 ノ場合 モ其 ノ注射時間 ニノ・何 レモ封照

ヨリモ著 シク禮重減少 ラ來 ス
。此 ノ際 モ其 ノ減

少度 ノ・注射量 二略 ≧正比例 ス。

結核 菌 「コクチゲ ン」ノ場合 ト比較 スル ニ、同量

二於 テハAO二 於 テ膿重減少量遙 カニ大 ナ リ
。

例 ヘバ3・0耗 ノ場合AO-一 一42.5瓦 二封 シ、結核

菌 「ゴクチゲ ン」-15.0瓦 、5.0耗 ノ場合 ノ・AO

-47 ・5瓦 二i封 シ「コクチゲ ン」-30.O瓦
、 用量

第3圖AO注 射 ノ場合膣重塘減 ノ推移
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7.0耗 ニ テノ・AO-75.0瓦 二封 シ「コクチゲ)」

-50 .0瓦 ナ リ。

注射終 了後AO1.0耗 、3.0耗 注 射群 デノ・約3

週 間 ニ テ封 照 ト等 シクナ リ、其後 ノ・却 ツテ檜加

度著 明 トナル。 即 チ「つ クチゲ ン」注射 ノ場合 ノ

如 シ。

5.0琵 ノ場合 ハX4週 間 ニテ略 く同等 トナ リ其

後罷重増減 状態 ノ・封 照群 ト大差 ナ シ。

7・0琵 ノ場合 ハ次 第二艦重 テ恢復 セルモ、8週

間後 二於 テモ猫 ホ封照 ヨリモ檜加度遙 カニ小 ナ

リキ。

即 チAOニ テノ・「コクチゲ ン」ト拉行 的 ナル大量

注射 子行 フ時 ノ、特 二禮 重増加 テ來 ス=1ト ナ シ。

(3)AOト 結 核菌 「コクチゲ ン」トノ封決

健常家兎 二封 スルー般 強肚剤 トシテAOニ ヨ リ

テ達成 シ得 タル最大数果 ハ用量3.0琵 ノ場合 ニ

シテ、 用量 ガソ レ以下 ニテモ ソレ以上 ニテモ数

果 ノ、小 ナ リ(第4表)。

爾他 同一條 件 ノ下 二於 テ結核 菌「コクチゲ 》」ニ

ヨ リテ到達 シ得 タ・レ最大数 果ノ・用量5.0琵 ノ揚

合 ニ シテ、 用卸 ガ ソレ以下 ニテモ、 ソレ以上 ニ

テモ敗果 ハ小 ナ リ(第4表)。

今 ヤ此 ノ如 クー方ノ・AO、 他 方 ノ・結核菌 「コク

チゲ ン」一ヨ リテ各 自一 達成 シ得 ル 最大 ノ強肚

作用(膿 重 ノ推移)テ 曲線 テ以 テ封比 セルニ第4

圖 ヲ得 タ リ。

第4圖 二現 レタル所 見 一 ヨ リテ結核 菌 「コクチ

ゲ ン」ノ・AOヨ リモ絶封的 二大 ナルー般強肚作

用 テ有 スルモ ノナル コ トテ認 メザル テ得 ズ。

帥 チAOノ ・結 核菌「コクチグ ン」二比 スレバ、第

一其 ノ作用 域(Wirkungsbreite)小 ナ ルモ ノニ

シテ、AO一 テノ・一般張壮作用 テ幾現 セ シムル

目的 二向 ツテ家 兎 二封 シ3.O頭 …以 上 テ使 用 スル

コ ト不可能 ナル ニ反 シ、結核菌 「コクチゲ ン」ニ

テノ・優 二5・0耗 テ使用 シ得 タ リ。是 レ實 二AO

ノ・「イムペ ヂ ンJテ 含有 シ且 ツ 毒力大 ナルニ 反

シ、結 核菌 「コクチゲ ン」ノ・「イムペヂ ャ」テ含有

セズ且 ツ毒力小 ナル ノ致 ス所 ナ リ。

第4圖

最大強牡作用(器 重推移)二 立脚セルAO1・

結核菌「コクチソ」トノ勤決(第4表 乃至第

2、3岡 二俵ル♪

800

50

膿0

重

減 一SO

盆

Y-,。 。

Ol23ヰ5G78

→前虜置終了後経過セル週倣

1=AO二 依ル最大強肚作用

ll=結 核菌「コクチゲン」二俵ル最大強牡作用

T=前 虜置終了 ノ翌 日二於クル試獣群艦重 ノ増減

雨 者免疫 元 ガ各 自二達成 シ得 ル最大 張肚作 用 一

至 リテノ・、前虎置後8週 間経過 ニテAO動 物 ノ・

75.0瓦 ノ膿重壇加 ナル ニ封 シ結核菌 「コクチゲ

ン」ニ テノ、107.5瓦 ノ禮 重増加 ヲ來 シタ リ。是

マタ實 二AOノ ・「イムペ ヂ ン」テ含有 シ、毒 力大

ナル ニ比 シ、結核菌 「コクチゲ ン」ノ・「イムペ ヂ

ン」テ含有 セズ、 毒力小 ナル ノ ミニ止 ラズ、AO

二比 シ(特 殊 性乃 至非特殊性)免 疫 元性能働力 モ

亦絶封 二大 ナル ノ致 ス所 ナ リ ト考 ヘザルベ カ ラ

ズ。

「イムペ ヂ)」 學読 二從 ヘ バ「イムペヂ 》」テ含有

入ル免 疫元 ニ アリテハ非特殊 性及 ビ特殊 性 ニー

切 ノ喰燈 作用 ガ庶癖(Paralisierung)一 陥 リ阻

害 セ ラル ・モ ノナ リ。從 テ「イムペ ヂ ン」含 有抗

原 ノ・然 ラザ ルモ ノヨリモ毒力大 ナ・レモ ノナ リ。

蓋 シ喰儘作 用大 ナル場合 二於 テノ・毒作 用ノ・輕減

セラル ・モ ノナ レバナ リ(免 疫學 的Trias{i)) 。

第1報 以下 第5報 ノ實験結果 ニ テハ「イムペ ヂ

ン」ノ有無 ガー般強肚作用 ノ有無 テ 示現 スル所

以 二非 ズ シテ、 一般強肚作 用 ナル モ ノノ・實 二結

核菌製剤 二通有 ナルー種 ノ作用 二他 ナ ラザルナ

】:Torikata,R.,DieImpedinerscheinung,1.c.S.475 .
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固
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ノ
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リ
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ン
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結

1)AOト 結 核 菌「コクチゲ ン」(TBKI)ト テ 爾

他 同一條件 ノ下 二於 テ健常家兎 二前庭 置 トシテ

用量3.O耗 ニ テノ・AO動 物

"5 .0・ ・AO

"7.0"AO

即 チAOノ ・TBKIヨ リモ毒力大 ナリ。

21用 量 テ遍加 スル ー・トニ ヨリテ可検成剤 ガ達

成 シ得 ル限 リノ最大 強肚作 用1膿 重檜加作用♪テ

比較 セルニAO一 テノ・用量3.0耗 ノ場合、TBKI

ニ テ ノ・用量5.0耗 ノ場合 ニ シテ、前庭 置後8週

間 ニテハ膿 重 ノ増大程 度ノ・下 ノ如 クナ リタ リ.

AO(用 量3.0耗)ニ テハ 十75.0瓦

TBKI(用 量5.0琵 〉一テノ・ 十107.5瓦

3)AOノ ・TBKIヨ リモ毒力大 ナルガ爲 二健

常家兎 ノ強肚剤 トシテノ・AO・ ・3.0耗 以 上 テ

注射 スル コ ト能 ノ・ザ リシニ反 シTBKIノ ・5.0

耗 テ注射 シ得 タ リ。

此際後者 ノt>8(果ハ遙 カニ前者 テ凌駕 セ リ。 即 チ

AOノ ・TBKI二 比 シ作用域(Wirkungsbreite)

モ、 最大数果 モ、共 二何 レモ劣弱 ナ リ。是 レ「イ

ムペヂ ン」テ 含有 スル 抗原 ト「イムペヂ ン」破却

抗原 トノ根本的差別 ナ リ(AOガ 「1ム ペヂ ン」

テ含有 シ、TBKI一 テ ノ・「イムペ ヂ ン」ガ破却 セ

ラ レ居 ル コ トニ就 テノ・從來 ノ研究登表 ニヨ リテ

立謹 既 二十分 ナ リ)。

4)結 核 菌成剤 ノ・他 ノ菌種 二比 シ、特 殊性、非

特殊 性)免 疫作 用以外 二、一種固有 ノ生物學的

作用 テ有 スルモ ノナ リ。 是即 チ ー般張肚作用

(allgemeineroborierendeWirkung>ナ リ。而

シテ此 ノ作用ハ海狼家兎 ノ ミナ ラズ人類 二於 テ

モ登 現 スルモ ノ ト考 ヘ ラル(庄 山論 文容 照〉。

トナ レバAOガ 「イムペ ヂ ン」テ 含有 シ、結核

菌 「コ クチゲ ン」ガ之 テ含有 シ居 ラザル コ トニ就

テノ・立謹既 二十分 ニ シテ何等異論 テ播 ム ノ絵地

無 キガ故 ナ リ。

論

注射 シタル ニ、注射完 了 ノ翌 日ニノ・下 ノ如 キ程

度 ノ膿重 減 少 テ示 シタ リ。

-42 .5:TBKI動 物 一15.0

-47 .5:TBKI-30.0

-75 .0:TBKI-50.0

5♪ 上記 ノ 固有作用 ハ 結 核菌成剤 ガ「イムペヂ

ン」ヲ含 有 ス'レ時 ハ、其 ノ含有程度 ノ大 ナルニ

從 テ盆 く微弱 二 顯現 セ ラル ・モ ノナ リ。 ∫1;「ツ

ベル クリ ン」
、AO等 ニハ 此 ノ強壮作用全 然立

謹 セラレザルカ、或 ノ・甚 グ 微弱 ナ リ。 「イムペ

ヂ ン」テ 破却 シタル100℃20分 加 熱 善 「ツ〈ごル

クリ ン」ニア リテノ・此 ノ 固有作用r強 肚作 用1ハ

明 白一更生 シ來 ル。

6)各 種結核 菌成剤 ヨリ「イムペ ヂ ン」テ破却 ス

ベ キモ ノタル コ トノ・抗原能働力檜 張及 ビ毒力減

弱、 從 テマタ作 用域 ノ檜大 二向 ツテ意 義 アル ノ

ミニ止 ラ礼 此種成剤 二 固有 ナ ル ー般 的強壮

(膿重増大)作 用 テ十分 二顯現 セ シメ以 テ治療 豫

防剤 トシテ ノ敷果 ヲ登揮 セ シムル上 二於 テモ實

用 上 ノ意義大 ナルモ ノナ リ。

7}換 言 ス レバ「イムペヂ ン」テ含有 スル細菌成

剤殊 二結核菌成剤 ノ・其 ノ含 量 ガ大 ナ ル 程 毒力

大、作用域小 一 シテ、用量 ガ少 シク大 二失 スル・

時 ハ忽 チ不測 ノ毒作用 テ示 ス ノ之ナ ラズ、 免疫

敷果 モ劣弱、一般弓星壮作用 モ陰性 ニ シテ何 等實

用的贋値無 キモ ノナ リ。

8♪ 國家 ・速 カニ「イムペ ヂ ン」ノ害毒 テ認識

シ・ 法律 テ以 テー切 ノ細菌成剤
、特 二結核菌 各

種成剤 中 ヨ リ「イムペ ヂ ン」テ破却 スベキ コ トテ

規定 スル テ要 ス。



934高 安=結 核菌製刺 ノー般強肚作用二就テノ研究 【第16巻

主要文獄

1)荒 木 千 里,結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」ノ一 般 抵 抗 力

墳 進 作 用 二就 テ.日 本 外 科 甕 函,第8卷,第6號

(昭 和6年11月).2)林 茂,各 種 結 核 菌 製劑 ノ

免 疫 元性 能 働 力 ノ比較 研 究 結 核,第7卷.第10

號(昭 和4年10月).3)林 茂,傳 研 製 薩 「ツベ

ル ク リ ソ」ノ含 有 スル喰 燈 作 用 阻 止 物 質ノ 立證.附

結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ト非 濃縮 「ツベ ル ク リ ソ」ト ノ

差 別 結 核,第7卷,第11號(昭和4年11月).4)

林茂.結 核菌「ワクチソ」AO生,煮 雨液喰燈作用

促進能力ノ差別 日本微 生物學病理學雑誌,第24

卷,第7號(昭 和5年).5)福 富八作,肺 臓中二

産生セラレタル抗結核菌抗體 ノ研究 日本外科寳

函,第14卷,第2號(昭 和12年3月).6)今 牧

嘉雄,結 核菌 「ホモゲネクルツール」ノ抗原性二就

テ.結 核.第3卷,第9號(大 正14年12月).7)

今牧嘉雄,結 核菌肉汁培養煮沸冤疫元 ニョル海〓
一側肺臓 ノ局所免疫.結 核,第4卷,第1號(大 正

15年1月).8)Imamaki,Y.,Uberdenbiol

ogischenUnterschiedzwischendennativenun(

gekochtenAntigenbetreffendTuberkelbaziller

BeitragezurKlmikderTuberkulose,1927,Bd.

65.9)今 牧 嘉 雄,結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」療 法,結

核,第7卷,第2號(昭 和4年2月):10)嘉 海武

夫,皮 内 「オプ ソニン 」最 大 産 生 ヲ指 標 トナ セル各

種 結 核 菌 製刺 ノ比較.結 核,第14卷,第9號(昭 和

11年9月).11)河 田幸 一朗,抗 結 核 活 動 性 冤

疫 ノ獲 得 二於 ケ ルAO1ト 結 核 菌 「コ ク チ ゲ ソ」ト ノ

効力ノ比較 實驗.結 核,第14卷,第10號(昭 和11

年10月).12)川 村 六 郎,結 核 菌 ノ 「ホ モ ゲ ネ

クル ツー ル」新 法 及 ビ之 レニ ヨ リ得 タ ル 結 核菌 ノ

研 究.慶應醫 學,第3卷,第5號(大 正12年5月.

13)野 払 信 太 郎,結 核 菌 「ヴォル ミナ チ ナ ソ」(培 容

反 慮).日本 微 生 物 學 會雑 誌,第16巻,第5號(大

正11年5月).14)Shoyama.Sh.,ZurHeilung

dertuberkulose,insbesonderetuberku1os-Kaver.

n6senLungen.Zb1.f.Chir.1932,Bd.59,S.2644.

15,勝 呂 馨,健 康動 物 血 行 内 二於 ケ ル喰 菌 作 用 二

對ス ル 細 菌 純 培 養 濾 液 ノ影 響.東 京醫 學 會雑 誌,第

38巻,第4號(大 正13年4月).16)勝 呂審,貧

喰 作 用 二 關 スル研 究.東 京醫 學 會 雑 誌,第38巻,第

4號,大 正13年4月).17)Torikata,R.,Kok・

toprlizipitinogeneu.Koktaimmunogene.Bem.

1917)・18)鳥 潟 隆 三,「 イムペ ヂ ソ」現 象 ト「イ

ム ペ ヂ ソ」學 訊 ・ 日本 外 科 寳 函,第1卷 記 念 號(大

正13年)・19)鳥 潟 隆 三,免 疫 現 象 ノ新 解繹 法

二就 テ・日新 署 學,第5年,第4號(大 正14年4月) .

20)Torikata,R.u.Y.Imamaki,Uberdie

 immunisierende Wirkung des Koktoimmunogenes 
 vo,2 Tuberkelbazillen.  Beitrdge zur Klinik der 

Tuberkulose. 1928, Bd. 68, S. 306. 21) Torikata, 
 R., Die  Impedinerscheinurw. Jena 1930.  22)

鳥 潟 隆 三,「 コ ク チ ゲ ン」二就 テ.關 西 署 事,昭 和

7年.第109-第112號,別 刷.23)武 野 周 一,

態 「ッ ベル ク リ ソ」(傳 研)二 於 ケ ル 「イ ム ペ ヂ ソ」ノ

含 味.日 本 外 科 寳 函,第10卷,第5號(昭 和8年9

月)・24)武 野 周 一,結 核 免 疫 元AO二 於 ケ ル

「イム ペ ヂ ソ」ノ吟 味 .日 本 外科 寳 函,第10卷,第

5號(昭 和8年9月)・25)辰 井 正平,結 核 菌 各

種 成 剤 二 於 ケ ル 「イム ペ ヂ ン」ノ研 究.日 本外 科 蜜

函,第13卷,第6號(昭 和11年11月).26)吉

田久 士,Locusminorisresistentiaeノ 研 究 一 附,

結 核 菌 製 剤 ノ非 特 殊 性 抵 抗 力塘 進 作 用 ノ有 無.日

本 外科 寳 函,第13卷,第6號(昭 和11年11月).




